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勝 浦 町

基

本

方

針

計

画

期

間

本町では平成11年に平成12年度から平成16年度までを計画期間とした、地方分権時代にふさわし

い行政システムの確立と住民サービスの向上を目指した新行政改革大綱を作成し、危機的な財政状

況の緩和と活力あるまちづくりの展開を目指してきました。

しかし、国の「三位一体改革」などによる地方交付税・補助金の削減、また経済情勢の悪化等も

加わり、本町の地方交付税額は、平成13年度の約20億円から平成16年度では約15億円となり５億円

もの減少が見込まれるなど、税源の少ない本町の財政状況は予想以上の厳しい状況となっています。

また、地方制度調査会の答申で示されたように、地方自治制度のあり方も大きな転換期を迎えて

います。

こうしたことから、町では現行の新行政改革大綱の計画期間（平成12年度から平成16年度）終了

を待たずに見直しを行うこととし、今回新たに勝浦町行政改革調査会の答申を得て、勝浦町行政改

革推進プランを策定しました。

勝浦町行政改革推進プランの概要は次のとおりであり、町一丸となって行財政改革に取り組む決

意でありますので、町民の皆さまのご理解を賜りますようよろしくお願いいたします。

行政改革推進プラン策定

勝
浦
町
行
政
改
革
推
進
プ
ラ
ン
お
よ
び
実
施
計
画
の
概
要

改
革
の
主
要
事
項

分
権
時
代
に
お
い
て
こ
れ
か
ら
の

自
治
体
に
は
、
地
方
制
度
調
査
会
の

答
申
に
も
あ
る
よ
う
に
「
自
己
決
定
」

と
「
自
己
責
任
」
の
原
則
に
基
づ
く

住
民
自
治
（
地
域
の
住
民
が
地
域
の

行
政
や
経
営
に
対
し
て
主
体
的
に
取

り
組
む
）
と
団
体
自
治
（
地
域
の
独

自
性
と
自
律
性
が
確
保
さ
れ
る
）
を

担
え
る
地
方
分
権
時
代
の
基
礎
自
治

体
と
な
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
こ

の
た
め
に
は
自
治
体
の
規
模
・
能
力

を
さ
ら
に
充
実
強
化
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
本
町
で
は
市
町

村
合
併
に
よ
り
分
権
時
代
の
基
礎
自

治
体
を
目
指
す
こ
と
と
し
、
平
成
十

一
年
の
答
申
を
尊
重
し
な
が
ら
住
民

自
治
の
原
理
（
住
民
自
ら
が
主
体
的

に
参
加
・
決
定
）、
補
完
性
の
原
理

（
個
人
、
家
庭
、
地
域
で
不
可
能
な

も
の
の
補
完
）
、
そ
し
て
持
続
性
の

原
理
（
次
世
代
へ
と
繋
が
っ
て
い
く

持
続
あ
る
ま
ち
づ
く
り
）
を
基
に
効

率
的
で
住
民
と
協
働
で
創
る
ま
ち
を

目
指
し
た
行
政
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を

図
る
も
の
と
す
る
。

本
プ
ラ
ン
の
計
画
期
間
は
平
成
十

六
年
度
か
ら
平
成
十
七
年
度
ま
で
の

二
か
年
間
（
合
併
特
例
法
の
対
象
期

限
内
）
を
第
一
次
行
政
改
革
緊
急
行

動
期
間
と
し
、
平
成
十
八
年
度
か
ら

平
成
二
十
年
度
ま
で
の
三
か
年
間
を

第
二
次
行
政
改
革
緊
急
行
動
期
間
と

す
る
。

●

市
町
村
合
併
の
推
進

（
基
礎
自
治
体
へ
の
移
行
）

基
礎
自
治
体
を
目
指
す
上
で
、
そ

れ
を
担
え
る
規
模
・
能
力
を
備
え
る

た
め
に
は
、
市
町
村
合
併
は
不
可
欠

で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
市
町
村
合
併

を
新
た
な
改
革
の
大
き
な
柱
と
し
て

位
置
づ
け
、
効
果
を
最
大
限
生
か
せ

る
よ
う
現
行
合
併
特
例
法
期
限
内
で

の
合
併
を
目
指
す
。

●

人
件
費
の
削
減

交
付
税
等
の
急
激
な
減
少
に
よ
り

本
町
の
歳
入
は
減
少
の
一
途
を
た
ど
っ

て
お
り
今
後
も
増
収
の
目
途
が
立
た

な
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

市
町
村
合
併
に
お
け
る
現
行
特
例
法

の
財
政
支
援
を
生
か
す
た
め
に
は
、

合
併
特
例
債
等
の
受
け
皿
と
な
る
自

主
財
源
が
必
要
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
当
面
の
財

源
を
確
保
す
る
た
め
職
員
給
料
（
報

酬
含
む
）
の
削
減
を
図
り
、
こ
れ
ら

を
合
併
後
の
地
域
づ
く
り
に
反
映
さ

せ
る
た
め
「
自
ら
考
え
自
ら
実
践
す

る
地
域
づ
く
り
基
金
」
に
積
み
立
て

る
も
の
と
す
る
。

・
職
員
給
料
を
五
％
カ
ッ
ト
す
る

（
平
成
十
七
年
度
ま
で
の
二
年
間
）

・
町
四
役
の
報
酬
を
二
十
％
カ
ッ
ト

す
る
（
平
成
十
七
年
度
ま
で
の
二

年
間
）

・
職
員
数
の
十
五
％
削
減
を
行
う

（
平
成
二
十
年
度
目
標
）

●
協
働
型
社
会
へ
の
移
行

（
官
民
の
役
割
分
担
の
見
直
し
）

住
民
自
治
の
原
理
（
住
民
自
ら
が

主
体
的
に
参
加
・
決
定
）、
補
完
性

の
原
理
（
個
人
、
家
庭
、
地
域
で
不

可
能
な
も
の
の
補
完
）
、
持
続
性
の

原
理
（
次
世
代
へ
と
繋
が
っ
て
い
く

持
続
あ
る
ま
ち
づ
く
り
）
の
も
と
Ｎ

Ｐ
Ｏ
等
の
育
成
や
公
務
の
分
担
の
あ

り
方
を
再
検
討
し
、
協
働
で
創
る
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
す
。

・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
育
成

・
業
務
の
民
間
委
託
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
活
用

・
受
益
者
負
担
の
再
検
討
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進

方
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勝浦町・上勝町２町合併

合併特例法期限内は困難

●

町
行
財
政
シ
ス
テ
ム
の
再
構
築

（
合
理
化
・
効
率
化
）

本
町
財
政
は
危
機
的
状
況
に
陥
っ

て
い
る
こ
と
に
鑑
み
、
徹
底
的
な
経

費
の
節
減
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
た

め
行
政
評
価
制
度
の
導
入
や
組
織
・

機
構
の
見
直
し
を
行
い
、
よ
り
効
率

的
で
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
指

し
た
行
政
シ
ス
テ
ム
の
再
構
築
を
行

う
。
・
課
の
統
合
の
推
進

・
特
別
職
体
制
の
見
直
し

・
小
学
校
・
保
育
所
の
再
編

・
公
営
企
業
の
健
全
化

・
事
務
事
業
の
効
率
化

・
財
政
の
改
善

・
各
種
施
設
の
見
直
し

・
行
政
評
価
制
度
の
導
入

・
人
事
制
度
の
見
直
し

・
各
種
財
産
の
見
直
し

推
進
体
制

行
政
改
革
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、

助
役
を
本
部
長
と
す
る
勝
浦
町
行
政

改
革
推
進
本
部
を
中
心
に
、
本
町
の

最
重
要
課
題
の
一
つ
で
あ
る
と
い
う

認
識
の
も
と
で
、
す
べ
て
の
職
員
が

自
ら
の
問
題
と
し
て
、
各
職
員
が
自

ら
施
策
の
方
向
や
実
施
方
法
等
を
考

え
、
全
庁
的
に
取
り
組
む
も
の
と
す

る
。
実
施
計
画

実
施
・
検
討
す
る
具
体
的
な
取
り

組
み
と
可
能
な
限
り
具
体
的
な
数
値

目
標
を
設
定
し
、
行
政
改
革
実
施
計

画
を
策
定
し
推
進
す
る
。

実
施
計
画
の
計
画
期
間
は
平
成
十

六
年
度
か
ら
平
成
二
十
年
度
の
五
年

間
と
し
、
第
一
次
行
政
改
革
緊
急
行

動
期
間
終
了
後
、
社
会
情
勢
な
ど
の

変
化
に
対
応
す
べ
く
見
直
し
を
行
う

こ
と
と
す
る
。

公

表
行
政
改
革
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

は
、
毎
年
度
、
町
民
に
わ
か
り
や
す

く
公
表
を
行
い
、
町
民
へ
の
情
報
提

供
を
図
り
、
行
政
改
革
の
一
層
の
推

進
を
図
る
。

＊
勝
浦
町
行
政
改
革
推
進
プ
ラ
ン
お

よ
び
実
施
計
画
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

平成15年３月に１市４町合併協議会の解散以来、

住民アンケート結果等を踏まえ、町議会とも相談を

する中、法期限内の合併合意可能な市町村について

全方位的に接触をはかってまいりました。９月26日

には、町議会（正副議長・合併調査特別委員会正副

委員長）により徳島市議会議長と面談し合併に対す

る意向把握を行い、10月31日には、小松島市長、勝

浦町長、上勝町長による首長会議を開催して、今後

の取り組みについて協議を行いました。また、12月

26日には勝浦町長から小松島市長あて「合併協議に

ついての申し入れ書」を提出いたしました。

徳島市議会につきましては、現在のところ市民は

合併に対する機運は醸成されていないなど法期限内

合併については消極的な内容でした。また、小松島

市は、アンケート結果では、大半が徳島市との合併

を望んでおり、徳島市との合併を模索せざるを得ず

それが決着するまでは勝浦郡との合併協議に入るの

は難しいとのことでした。

こうしたことから、法期限内の合併を目指すので

あればとりあえず上勝町と協議を進めるしかないと

の判断により、昨年12月末から平成16年２月末まで

に５回の勉強会を開催し、両町の町長や三役、職員

が出席し、合併後の財政見通しなどを調査研究して

きました。

その結果、３月５日上勝町長から、２町合併では

合併特例債の発行額が限られ合併によるメリットが

ほとんどなく、住民の理解を得られない。法期限内

合併は断念せざるを得ない。との報告がありました。

以上のことから、上勝町との法期限内合併につい

ては困難な状況となりました。今回の合併問題につ

きまして、責任を非常に重きに受け止め、顕著に反

省をいたしております。今後は、議会とあらゆる可

能性を探り、法期限内に合意形成可能な自治体との

合併を模索しなければならないと考えております。



４

選
挙
は
、
投
票
日
に
投
票
所
に
お
い
て

投
票
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
て
い
ま
す
が

こ
れ
ま
で
の
不
在
者
投
票
と
同
じ
く
、
一

定
の
事
由
に
該
当
す
る
方
は
、
選
挙
期
日

前
で
あ
っ
て
も
、
選
挙
期
日
と
同
じ
投
票

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
（
つ
ま
り
、
投
票

用
紙
を
直
接
投
票
箱
に
入
れ
る
こ
と
が
で

き
る
）
仕
組
み
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
不
在
者
投

票
の
よ
う
に
、
投
票
用
紙
を
内
封
筒
や
外

封
筒
に
入
れ
、
外
封
筒
に
署
名
す
る
と
い

う
手
続
が
不
要
と
な
り
、
投
票
が
し
や
す

く
な
り
ま
す
。

投
票
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
期
間
は

告
示
日
（
公
示
日
）
の
翌
日
か
ら

選
挙
期
日
の
前
日
ま
で

投
票
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
時
間
は

午
前
八
時
三
十
分
～
午
後
八
時

期
日
前
投
票
を
行
う
場
所
は

勝
浦
町
役
場
住
民
課
（
期
日
前
投
票
所
）

従
来
の
不
在
者
投
票
制
度
は

原
則
と
し
て
、
期
日
前
投
票
に
移
行
す

る
の
で
、
従
来
の
不
在
者
投
票
は
な
く
な

り
ま
す
が
、
病
院
、
老
人
ホ
ー
ム
等
に
お

け
る
不
在
者
投
票
に
つ
い
て
は
、
従
来
ど

お
り
行
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
選
挙
期
日
に

は
、
二
十
歳
と
な
る
が
、
選
挙
期
日
前
に

は
ま
だ
十
九
歳
で
選
挙
権
を
有
し
な
い
方

な
ど
に
つ
い
て
は
、
例
外
的
に
不
在
者
投

票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

★
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
を
す
る
こ

と
が
で
き
る
方
と
し
て
、
介
護
保
険
の

被
保
険
者
証
に
要
介
護
５
と
し
て
記
載

さ
れ
て
い
る
方
が
新
た
に
追
加
さ
れ
ま

し
た
。

★
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
を
す
る
こ

と
が
で
き
る
選
挙
人
で
、
自
ら
投
票
の

記
載
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
と
し

て
定
め
ら
れ
た
、
身
体
障
害
者
手
帳
に

上
肢
ま
た
は
視
覚
の
障
害
の
程
度
が
一

級
と
記
載
さ
れ
て
い
る
方
、
戦
傷
病
者

手
帳
に
上
肢
ま
た
は
視
覚
の
障
害
の
程

度
が
特
別
項
症
か
ら
第
二
項
症
ま
で
と

し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
方
は
、
あ
ら
か

じ
め
町
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
に
届

け
出
た
方
（
選
挙
権
を
有
す
る
方
）
に

投
票
に
関
す
る
記
載
を
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

従来の不在者投票

期日前投票

期日前投票所にて投票用紙への記載

選挙人本人が投票用紙を直接投票箱へ

開票所

投
票
箱

投
票
箱

公公職職選選挙挙法法の一部が改正されました

期
日
前
投
票
制
度
と
は

郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票

対
象
者
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た

「
代
理
記
載
制
度
」
が
創
設
さ
れ
ま
し
た

問
い
合
わ
せ
先

勝
浦
町
役
場
内
選
挙
管
理
委
員
会

二
―
一
五
〇
一

(

住
民
課)

●従来の不在者投票が期日前投票に
（15．12.1から）

●郵便による投票制度に対象者が追加
（16．3.1から）

投票手続の大幅な簡素化

記載場所にて
投票用紙への記載

投票用紙を
内封筒へ

外封筒へ入れ、
選挙人が署名

不在者投票管理者
へ提出し、外封筒に
立会人が署名

投票管理者が
受理を決定した
ものを開封

投票管理者が投票箱へ

内
封
筒

〇〇選挙
不在者投票
（外封筒）

投票者

明
推

一
郎

総
務

太
郎

立
会
人

〇〇選挙
不在者投票
（外封筒）

投票者

明
推

一
郎



25,200円（ア） 25,200円（イ）

介 護 保 険
からの

お知らせ

特別徴収（年金から天引き）
に該当されるみなさんへ

◎問い合わせ先
勝浦町役場福祉課 介護保険係 ２－1502

５

高 額 高額 高 額 高 額

低額 低 額 低 額 低額

２月 ４月 ６月 ８月

同額

15年度 ⇒16年度

10月 12月 ２月

同額

仮算定

本算定

４月

⇒17年度

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 合計

第３段階 10,800 10,800 10,800 6,000 6,000 6,000 50,400

平成16年度

平成16年度

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 合計

第３段階 10,800 7,200 7,200 8,400 8,400 8,400 50,400

（ア）＝（イ）

平準化

高額 高 額
引き下げ 引き下げ 平準化 平準化 平準化 平準化

２月 ４月

６月 ８月

同額

15年度 ⇒16年度

10月 12月 ２月

同額

本算定（イ）仮算定（ア）

４月

⇒17年度

特別徴収に該当される方は、仮算定分の介護保険
料額通知書（４月、６月、８月分）を４月初旬に通
知します。
平成16年度の介護保険料額の算定は、前年度所得
の確定が６月になるため、今回、送付します通知書
は、仮算定として、平成16年２月の保険料と同額と
なっています。
なお、平成15年度における介護保険料の見直しに
より、特別徴収の４月、６月、８月分の仮算定分と

10月、12月、２月分の本算定分において納付額に大
きな差がある方は、平成16年度６月、８月分の仮算
定額について引き下げ、仮算定額と本算定額がほぼ
同額の納付額になるように平準化します。（年額に
ついては同じです。）
なお、10月以降の保険料額は前年度の所得状況等
により、６月に段階別保険料年額が決定され７月に
通知します。

平準化するための措置

年度前半の仮算定額（ア）と年度後半の本算定額（イ）

がほぼ同額になるよう調整し６月・８月の仮算定額を引

き下げて、10月以降の本算定額を平準化します。

☆普通徴収に該当される方は、６月に平成16年度分の

段階別保険料年額が決定され７月に通知します。

単位：円

単位：円



６

シリーズ
中山間 ①

中山間地域等直接支払制度における
多面的機能の増進活動の紹介

急傾斜（㎡） 緩傾斜（㎡） 交付金（円）

田 5,882 0 123,522

畑 171,891 8,077 2,005,015

計 177,773 8,077 2,128,537

代 表 者 宮 田 新 二
協定参加者 37人

この制度も平成12年度から始まり、今年度は、最終年度となりました。町内各26集落で

は代表者を中心に“農地を守り集落を活性化していこう”という活動が展開されています。

自分たちの住んでいる町を住みやすい町に 活気のあふれる町に きれいな町に 伝統や

文化が息づく町に という思いで協定参加者の皆さんも積極的に活動に参加されています。

今月から、１年間シリーズとして各集落の取組事例を紹介していきたいと思います。

坂本松尾集落

急傾斜（㎡） 緩傾斜（㎡） 交付金（円）

田 13,214 3,442 305,030

畑 73,178 58,708 1,047,025

計 86,392 62,150 1,352,055

代 表 者 湯 浅 忠 男
協定参加者 22人

休耕田を利用して野菜農園とコスモスの栽培
を行っている。みかん狩りとコスモスの開花時

期が重なり、訪れた家族連れにも喜ばれています。また
集落内の邪魔になっている雑木も伐採し見通しがよくな
り集落も明るくなった。

掛谷集落

あじさい園の手入れとあじさい祭りは、中
山間制度以前から続いており、花の咲く時期

にはカラフルな提灯と花の競演は見事です。シーズンには
町内外からも見物にこられ憩いの空間となっています。

平
成
十
六
年
度

中
山
間
地
域
等
直
接

支
払
制
度
参
加
者

募
集
に
つ
い
て

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
と
は
、

平
成
十
二
年
度
ス
タ
ー
ト
の
我
が
国
初
の

制
度
で
中
山
間
地
域
の
農
振
農
用
地
に
お

い
て
、
あ
る
一
定
の
勾
配
以
上
の
農
地
を

耕
作
し
て
い
る
人
々
が
五
年
間
集
落
協
定

に
従
っ
て
農
地
を
守
っ
て
い
く
と
い
う
約

束
の
基
に
交
付
さ
れ
る
も
の
で
、
交
付
金

の
概
ね
１
／
２
が
集
落
の
共
同
取
り
組
み

に
、
残
り
の
１
／
２
が
耕
作
者
に
交
付
さ

れ
る
と
い
う
制
度
で
す
。

平
成
十
六
年
度
か
ら
、
本
制
度
に
加
入

希
望
者
は
、
平
成
十
六
年
五
月
末
日
ま
で

に
、
各
地
区
の
集
落
代
表
者
を
通
じ
て
勝

浦
町
産
業
振
興
課
ま
で
申
し
込
み
、
集
落

協
定
に
参
加
さ
れ
ま
す
よ
う
ご
案
内
い
た

し
ま
す
。
集
落
代
表
者
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。



７

平
成
十
六
年
四
月
一
日
か
ら

平
成
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
、

児
童
手
当
制
度
が
拡
充
さ
れ
ま
し

た
。支
給
対
象
年
齢
が
、
現
在
の
義

務
教
育
就
学
前
（
六
歳
到
達
後
最

初
の
年
度
末
）
ま
で
か
ら
、
小
学

校
第
三
学
年
修
了
前
（
九
歳
到
達

後
最
初
の
年
度
末
）
ま
で
に
拡
大

さ
れ
ま
す
。

新
た
に
、
児
童
手
当
等
を
受
け

よ
う
と
さ
れ
る
児
童
の
保
護
者
の

皆
さ
ん
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お

り
手
続
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

◇

平
成
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま

で
、
当
該
児
童
に
か
か
る
児
童

手
当
等
を
受
給
し
て
い
た
保
護

者
の
方
は
、
特
段
の
手
続
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
。
（
四
月
以
降

も
引
き
続
き
支
給
さ
れ
ま
す
。）

◇

児
童
手
当
等
を
受
給
し
て
い
な

い
保
護
者
の
方
は
認
定
請
求
書

す
で
に
児
童
手
当
等
を
受
給
さ

れ
て
い
る
保
護
者
の
方
は
額
改

定
請
求
書
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※
該
当
者
に
は
追
っ
て
通
知
し
ま

す
。

詳
し
く
は
、
勝
浦
町
福
祉
課

（

二
―
一
五
〇
二
）
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10

坂
本
黄
檗

坂
本
松
尾

坂
本
三
部

坂

本

下

与
川
内
宮
平

与
川
内
中
央

与
川
内
下
分

横
瀬
寺
谷

横
瀬
前
川

横
瀬
立
川

中
山
第
三

中
山
第
二

中
山
第
一

棚
野
大
谷

棚
野
石
倉
谷

久

国

星

谷

西
尾

肇

宮
田
新
二

佐
藤
啓
子

末
広
孝
好

押
栗
常
吉

高
橋
嗣
男

山
野
浩
史

清
水
孝
志

中
村

悟

稼
勢
和
夫

堀

毅
男

栗
城
武
夫

谷
口
治
行

大
谷

昇

幸
山

茂

敏
鎌
謙
次

森
内

智

９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

黒

岩

今

山

生

名

中

角

西

中

角

東

山

西

掛

谷

沼

江

石

原

集

落

名

西
野

豊

山
村
英
男

福
本
博
之

長
田
善
廣

三
崎
厚
克

真
木
右
八

湯
浅
忠
男

大
井
明
弘

松
下
一
一

代

表

者

〇
平
成
十
六
年
度
小
学
校
入
学
児

童
等
の
保
護
者
の
皆
さ
ん

（
平
成
九
年
四
月
二
日
か
ら

平
成
十
年
四
月
一
日
生
ま
れ
）

〇

平
成
十
六
年
度
小
学
校
二
・
三

年
生
の
児
童
等
の
保
護
者
の
皆

さ
ん
（
平
成
七
年
四
月
二
日
か

ら
平
成
九
年
四
月
一
日
生
ま
れ
）

勝浦町の皆さまはじめまして

亀は海にいますが、私はこの度はるばる勝浦

町に上ってまいりました亀
かめ

山
やま

陽
はる

代
よ

です。

看護師になって39年、私は常に人間愛の深い

心をもって、患者さまにあったやさしい看護の

提供を目指してまいりました。当地でも、「看

護教育」・「職場の活性化」・「看護体制」を今以

上に充実させ、明るく、心の通った温かい看護

ができ、患者さまや町民から選ばれる病院とな

るようパワー全開で頑張りますので、どうかよ

ろしくお願い申しあげます。

４月１日から亀
かめ

山
やま

陽
はる

代
よ

さん（前町立半田
病院総看護師長）が着任しました。 ご あ い さ つ

児
童
手
当
が
小
学
校
三
年
生

ま
で
拡
大
さ
れ
ま
す

勝 浦 病 院 看 護 師 長 紹 介



machikado sanpomichi

平
成
十
五
年
度

福田陽子 さん
（生名）

野上 真 さん
（中山）

平成15年度、朝桐奨学賞に野上真さん

と福田陽子さんが選ばれました。

この賞は、名誉町民・故朝桐猪平氏の

尊いご遺志を永久に残すため、ご遺族か

ら寄付された資金で設けられたもので、

毎年勝浦中学校を卒業する生徒の中から

優秀な方に贈られています。

故山本圭一氏に旭日単光章

西
野
菊
男
さ
ん
（
石
原
）

永
年
勤
続
功
労
章
受
章

ご 寄 贈

平成15年10月17日に死亡され

ました故坪井一氏に対し、銀杯

が授与されました。

銀杯は、坪井一氏の長年にわ

たる木製品製造業に従事し、斯業

の発展に尽力してきた事に対し授与されました。

このほか坪井一氏は、勝浦町商工会会長や勝

浦町観光協会会長、社会福祉法人松寿会理事な

どを務め、商工や産業振興の発展にもご活躍さ

れていました。

この度の授与に敬意を表し、謹んでご冥福を

お祈りいたします。

平成16年１月23日に死亡されました勝浦町議会議員故山本圭一氏に対し、旭日
単光章が授与されました。
山本圭一氏は、勝浦町議会議員として３期12年間在職され、その間勝浦町議会
議長、勝名地区町村議会議長会会長を歴任し、地方自治の発展に寄与されました。
また、各事業に係る用地等の交渉や相談事についてもまごころをもって対応し
日々変わることなく熱心にご活躍され、多大の貢献を残されました。
故山本圭一氏の偉業遺徳は、とこしえに町民の胸中に刻まれ、郷土発展の光と
して輝くことと思います。
ここに、受章の敬意を表し、謹んでご冥福をお祈りいたします。

三
月
四
日
勝
浦
町
消
防
団
団

長
西
野
菊
男
さ
ん
が
、
消
防
活

動
に
永
年
勤
続
し
、
多
年
に
わ

た
る
活
動
と
数
々
の
功
績
が
認

め
ら
れ
、
消
防
庁
長
官
か
ら
永

年
勤
続
功
労
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

西
野
菊
男
さ
ん
は
、
昭
和
四
十
七
年
一
月
勝
浦
町
消
防
団

第
九
分
団
に
入
団
以
来
、
常
に
消
防
精
神
に
徹
し
、
地
域
社

会
の
安
全
確
保
、
消
防
防
災
の
中
核
と

し
て
ご
活
躍
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

今
回
の
受
章
を
心
か
ら
お
喜
び
申
し

あ
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
の
ご
活
躍

を
心
か
ら
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

８

２月23日、小松島南ロータリークラ

ブから教育委員会に教材用のビデオと

花の種の寄贈がありました。これは、

小松島南ロータリークラブが創立30周

年の記念事業として、姉妹提携を結ん

でいる台湾台中市の台中西南ロータリー

クラブと共同で、小松島市と勝浦町の

教育委員会へ贈っていただいたもので

す。ビデオの内容は、交通安全やたば

この害を訴えるものなど８本で、順番

に各小・中学校に貸与して活用してい

ます。また花の種も各学校に配布しま

した。

故坪井 一氏に銀杯



９

まちかど散歩みち

第
二
十
四
回
勝
浦
川
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
、
三
月
十
四
日

、
星
谷
運

動
公
園
を
中
心
と
し
た
周
回
コ
ー
ス
で
、
町
内
は
も
と
よ
り
、
県
内
外
、

全
国
か
ら
四
百
人
を
超
え
る
ラ
ン
ナ
ー
を
迎
え
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
当
日
は
快
晴
と
な
り
、
気
温
も
温
か
く
、
ま
ず
ま
ず
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ

ン
で
あ
り
ま
し
た
。

時
折
吹
く
向
か
い
風
に
、
各
ラ
ン
ナ
ー
は
苦
戦
を
強
い
ら
れ
ま
し
た

が
、
沿
道
の
声
援
を
受
け
、
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
て
、
力
走
し
ま
し
た
。

最
後
に
、
当
日
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
関
係
者
の
方
々
と
沿
道
で

ご
声
援
い
た
だ
い
た
方
々
に
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

本町関係７位までの成績（本町出身者含む）

２月22日から３月７日まで勝浦町民体

育館で開催された第16回ビッグひな祭り。

今年は、海外から寄せられた人形や町内

の女性有志が作った「わらいびな」など

が新しく顔を並べ、約１万５千体のひな

人形とともに観客を魅了しました。

また、期間中ふれあいの里さかもとで

は、「奥座敷」としてアイデアたっぷり

の舞台に約400体のひな

人形が飾られました。

勝
浦
川
マ
ラ
ソ
ン
大
会

第24回
★10キロの部
（39歳以下男子）

５位 瀧 信一郎（36分12秒）
６位 市 原 誠（37分45秒）

★５キロの部（女子）

５位 藤木千恵美（27分50秒）

６位 押 栗 佑 香（27分50秒）

★３キロの部
（中学生以上女子）

２位 宮 田 蘭 (12分43秒)

３位 小 原 千 明（12分50秒）

★３キロの部
（小学生以下男子）

６位 山 口 浩 輝（13分44秒）
７位 野 上 裕 平 (14分17秒)

★1.5キロの部
（小学３・４年生）

６位 金 沢 尚 人（６分51秒）

★1.5キロの部
（小学２年生以下）
１位 木 原 直 人（６分19秒）

（日）
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machikado sanpomichi

地区 対 抗

身近な薬草を
おいしく、
そして健康に

山

西

掛

中

山

与

川

内

横

瀬

Ａ

中

角

星

谷

生

名

Ｂ

久

国

沼
江
・
石
原

棚

野

今

山

沼江・石原

横

瀬

Ｂ

勝浦川に約50袋分のゴミ

身近な薬草を使った「薬膳料理教室」が３月14

日、ふれあいの里さかもとで開催されました。

薬膳料理や健康に興味のある方34人が参加。薬

膳料理研究家である杉山晴子さん (岐阜県) を講

師として迎え、薬膳の基本を習った後、ユキノシ

タなどを使った薬草天ぷらや野菜巻きずしなど家

庭での料理に一工夫加えた薬膳料理を学びました。

参加者は、終日熱心に取り組んでおり、充実し

た様子でした。

生

名

Ａ

３月２日、生比奈小学校による勝浦

川クリーン作戦が実施されました。

勝浦中央橋付近を全校166人がゴミ

拾いを行い、約50袋のゴミを集めまし

た。集めたゴミの多さには、子どもた

ちもビックリした様子でした。

ルールを守ってゴミを処分すること

は私たちの責任です。ポイ捨てや不法

投棄は絶対にしないようにしましょう。

地区対抗ミックスバレーボール大会が２月16日

から２月18日までの３日間、勝浦中学校体育館に

おいて13チームの参加により開催されました。

試合は女性３人以上の男女ミックスの９人制、

３セットマッチで行われました。序盤から接戦が

展開され、参加選手はもとより、応援にかけつけ

た町民の皆さんの応援にも思わず力が入っていま

した。

決勝は沼江・石原対与川内の対戦となり、最後

まで接戦が展開されましたが、沼江・石原が勝利

し、優勝を果たしました。

おめでとうございます。結果は次のとおりです。
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トトアア ララ カカ ルル報報情情

募

集

区 分 受付期間 試験期日 受験資格等

陸上自衛隊
一般幹部
候 補 生

一般要員

Ｈ16年
４月５日～

５月11日

Ｈ16年
５月22日
筆記試験
５月23日
飛行要員のみ

平成17年４月１日現在、下記の
各号のいずれかに該当する者
〇 22歳以上26歳未満の者
〇修士の学位を受けた者
については28歳未満の
者（取得見込みを含む。）
（技術幹部候補生は
理学、工学修士）
〇 20歳以上22歳未満で大
学を卒業した者（卒業
見込みを含む。）

音楽要員

海上自衛隊

一般幹部
候 補 生

一般要員

飛行要員

技術幹部候補生

航空自衛隊
一般幹部
候 補 生

一般要員

飛行要員

昨
年
十
月
か
ら
「
子
育
て
交
流
支
援
セ
ン

タ
ー
」（
旧
沼
江
保
育
所
）
の
開
設
に
伴
い
、

児
童
の
国
際
感
覚
を
体
験
し
て
い
た
だ
く
た

め
、
英
会
話
教
室
を
開
講
し
て
い
ま
す
。

平
成
十
六
年
度
も
引
き
続
き
実
施
す
る
に

あ
た
り
、
受
講
生
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま

す
の
で
、
お
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
募
集
要
領
】

一

開
講
日

四
月
十
七
日

以
後
毎
週
土
曜
日

二

受
講
料

二
、〇
〇
〇
円
（
四
回
／
月
）

三

教

室

キ
ッ
ズ
の
部
（
四
歳
以
上
）

小
学
一
・
二
年
生
の
部

小
学
三
・
四
年
生
の
部

小
学
五
・
六
年
生
の
部

中
学
生
の
部

一
般
（
大
人
）
の
部

四

予
定
人
員

十
～
十
五
人

※
申
込
者
多
数
の
場
合
に
は
受
講
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

五

講

師

ブ
ラ
ー
ド

ホ
ー
バ
ス
さ
ん

六

申
込
方
法

ハ
ガ
キ
ま
た
は
役
場
所
定
の
申
込
書
に

住
所
、
保
護
者
氏
名
、
児
童
氏
名
、
学
年

電
話
番
号
、
希
望
教
室
を
ご
記
入
の
上
、

勝
浦
町
福
祉
課
ま
で
お
申
込
く
だ
さ
い
。

※
受
講
申
込
書
は
福
祉
課
窓
口
に
備
え
付

け
て
い
ま
す
。

七

申
込
締
め
切
り
日

四
月
九
日

必
着

【
講
師
紹
介
】

名

前
Ｂ
ｒ
ａ
ｄ

Ｈ
ｏ
ｒ
ｖ
ａ
ｔ
ｈ
さ
ん

（
ブ
ラ
ー
ド

ホ
ー
バ
ス
）

生
ま
れ

Ｓ
43･

10･

31
生
ま
れ

(

男
性)

カ
ナ
ダ

マ
ニ
ト
バ
州
出
身

現
住
所

石
井
町
在
住

経

歴
一
九
九
七

Ｔ
Ｉ
Ａ

(

徳
島
市
国
際
交
流

協
会)

所
属
、
穴
吹
カ
レ
ッ

ジ
に
て
英
語
指
導

現
在
に
至
る

二
〇
〇
〇

上
勝
町
に
て
、
Ａ
Ｌ
Ｔ

(

英

語
助
手)

と
し
て
勤
務

現
在
、
石
井
町
内
で
も
英
語
指
導
の
か

た
わ
ら
、
徳
島
市
内
に
て
サ
ン
ド
イ
ッ
チ

シ
ョ
ッ
プ
を
経
営

趣

味

ス
ポ
ー
ツ
、
カ
ヤ
ッ
ク
、
料
理

問
い
合
わ
せ
先

勝
浦
町
福
祉
課

二
―
一
五
〇
二

◎
待
遇
等

給

与
：
幹
部
候
補
生
期
間

二
一
三
、三
〇
〇
円
（
大
学
卒
）

二
三
一
、二
〇
〇
円
（
大
学
院
卒
）

昇
任
後

二
四
一
、二
〇
〇
円
（
大
学
卒
）

二
五
四
、七
〇
〇
円
（
大
学
院
卒
）

(

二
〇
〇
三
年
十
一
月
一
日
現
在)

昇

給
：
年
一
回

賞

与
：
期
末
・
勤
勉
手
当
4.4
カ
月

（
六
月
2.1
カ
月
、
十
二
月
2.3
カ
月
）

問
い
合
わ
せ
先

勝
浦
町
住
民
課

二
―
一
五
〇
一

阿
南
募
集
事
務
所
：
阿
南
市
富
岡
町
内
町

一
六
四
（
内
町
会
館
一
Ｆ
）

〇
八
八
四
―
二
二
―
六
九
八
一

新
緑
映
え
る
五
月
二
十
三
日
ふ
る
さ
と
会

恒
例
の
総
会
・
懇
親
会
を
、
大
阪
万
博
記
念

公
園
内
の
ホ
テ
ル
サ
ン
パ
レ
ス
で
行
い
ま
す
。

万
博
記
念
公
園
内
に
は
、
国
立
民
族
学
博
物

館
、
国
立
国
際
美
術
館
、
府
立
国
際
児
童
文

学
館
、
自
然
文
化
園
、
日
本
庭
園
等
す
ば
ら

し
い
諸
施
設
が
ご
ざ
い
ま
す
。

今
回
、
町
民
の
皆
さ
ま
方
に
、
こ
れ
ら
の

施
設
の
う
ち
、
民
族
学
博
物
館
と
バ
ラ
園
見

学
を
し
て
い
た
だ
き
、
ふ
る
さ
と
会
会
員
と

の
交
流
を
も
ち
た
く
、
次
の
と
お
り
計
画
い

た
し
ま
し
た
の
で
、
多
数
ご
参
加
し
て
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

日
時
等
五
月
二
十
三
日

午
前
八
時
勝
浦
町
出
発

昼
食
後
民
族
学
博
物
館
・
バ
ラ
園
見
学

(

三
時
ま
で)

懇
親
交
流
会

(

三
時
～
五
時
三
十
分)

勝
浦
町
へ
出
発

(

午
後
六
時)

費

用

一
万
円

(

バ
ス
代
、
食
事
代
、
入
館
料
等)

申
し
込
み

四
月
二
十
日
ま
で
に
産
業
振
興
課
ま
で

二
―
一
五
〇
五

◎ 陸・海・空自衛隊幹部候補生募集◎

こ
ど
も
の
ひ
ろ
ば

英
会
話
教
室
募
集

自
衛
官
募
集

近
畿
か
つ
う
ら
ふ
る
さ
と
会
か
ら

民
族
学
博
物
館
・
バ
ラ
園
見
学
と

交
流
会
へ
の
お
誘
い

（土）

（月）

（火）

（金）

（日）

（土）

（日）
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平
成
十
六
年
度

勝
浦
町
育
英
奨
学
金
貸
付
に
つ
い
て

平
成
十
六
年
度

就
学
援
助
制
度

お
知
ら
せ

労
働
保
険
の

年
度
更
新
の
お
知
ら
せ

勝
中
音
楽
部
に
よ
る

ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト

合
併
浄
化
槽
の

補
助
金
の
ご
案
内

八
～
十
人

六
～
七
人

五
人 人
槽
区
分

五
一
九
千
円

四
一
一
千
円

三
五
四
千
円

補
助
金
額

募
集
期
間

平
成
十
六
年
四
月
一
日
～
二
十
日

貸
付
予
定
者

高
校
生

徳
島
医
療
福
祉
専
門
学
校
生

大
学
生

（
人
数
に
つ
い
て
は
予
算
の
範
囲
内
）

貸
付
金
等
の
額

奨

学

金

高
校
生

月
額
二
万
円
以
内

徳
島
医
療
福
祉
専
門
学
校
生

月
額
三
万
円
以
内

大
学
生

月
額
三
万
円
以
内

入
学
準
備
金

徳
島
医
療
福
祉
専
門
学
校
生
・
大
学
生

入
学
時
に
四
十
万
円
以
内

応
募
の
た
め
に
必
要
な
書
類

一

奨
学
金
貸
付
願
書

二

出
身
学
校
長
の
推
薦
書

三

家
族
全
員
の
所
得
証
明
書

四

町
内
に
住
所
を
有
す
る
方
の
子
弟
で
あ

る
こ
と
の
証
明
書

（
住
民
票
ま
た
は
戸
籍
抄
本
等
）

五

在
学
証
明
書
ま
た
は
入
学
許
可
書
の
写

し

※
そ
の
他
所
得
等
に
よ
る
規
程
も
あ
り
ま
す

の
で
、
書
類
の
様
式
等
応
募
方
法
に
つ
い

て
は
、
勝
浦
町
教
育
委
員
会
事
務
局

(

二
―
二
五
一
五)

ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

小
・
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
が
い
る
家
庭

で
、
次
に
該
当
す
る
場
合
、
給
食
費
等
の
助

成
（
予
算
の
範
囲
内
）
が
受
け
ら
れ
る
制
度

が
あ
り
ま
す
。

受
給
資
格

前
年
度
ま
た
は
当
該
年
度
に

一

生
活
保
護
が
停
止
ま
た
は
廃
止
と
な
っ

た
。

二

町
民
税
の
減
免
を
受
け
た
か
、
非
課
税

と
な
っ
て
い
る
。

三

国
民
年
金
の
掛
金
ま
た
は
国
民
健
康
保

険
税
の
減
免
を
受
け
た
。

四

児
童
扶
養
手
当
を
支
給
さ
れ
て
い
る
。

五

職
業
安
定
法
に
基
づ
き
、
日
雇
労
働
者

を
希
望
し
、
求
職
申
し
込
み
を
し
て
い

る
。

六

世
帯
全
体
の
収
入
が
一
定
額
以
下
で
あ

る
。

申
請
書
提
出
期
間

平
成
十
六
年
四
月
一
日
～
二
十
日

※
な
お
、
申
請
書
の
様
式
等
詳
細
に
つ
い
て

は
勝
浦
町
教
育
委
員
会
事
務
局

(

二
―
二
五
一
五)

ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

平
成
十
六
年
度
の
労
働
保
険
の
年
度
更
新

の
時
期
が
き
ま
し
た
。

平
成
十
五
年
度
分
の
確
定
保
険
料
と
、
平

成
十
六
年
度
分
の
概
算
保
険
料
の
申
告
・
納

付
手
続
を
、
送
付
し
た
「
労
働
保
険
確
定
・

概
算
保
険
料
申
告
書
」
に
よ
り
五
月
二
十
日

ま
で
に
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

徳
島
労
働
局

労
働
保
険
徴
収
室

〇
八
八
―
六
五
二
―
九
一
四
三

日

時

平
成
十
六
年
四
月
十
日

午
後
二
時
～

場

所

勝
浦
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

多
目
的
ホ
ー
ル

プ
ロ
グ
ラ
ム

ア
カ
ペ
ラ
か
ら
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
ま
で

多
様
な
合
唱
曲

ピ
ア
ノ
や
エ
レ
ク
ト
ー
ン
独
奏

器
楽
や
和
太
鼓
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
な
ど

問
い
合
わ
せ
先

勝
浦
中
学
校

二
―
二
五
九
一

こ
の
補
助
は
、
生
活
排
水
に
よ
る
勝
浦
川

な
ど
の
公
共
用
水
域
汚
濁
を
防
止
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
家
の
新
築
時
は
も

ち
ろ
ん
、
増
改
築
時
等
に
も
適
用
さ
れ
ま
す
。

対
象
地
域

横
瀬
地
区
農
業
集
落
排
水
施
設
の
処
理
区

域
を
除
く
全
町
域

対

象

者

合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
す
る
者
で
建
築

基
準
法
ま
た
は
浄
化
槽
法
の
規
定
に
基
づ

く
確
認
届
出
の
手
続
き
を
行
う
者

補
助
金
額

問
い
合
わ
せ
先

勝
浦
町
住
民
課

二
―
一
五
〇
一
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今
回
は

｢

役
割
分
担
意
識｣

に
つ
い
て
考

え
て
み
ま
し
ょ
う
。

女
性
の
能
力
や
適
正
に
対
す
る
か
た
よ
っ

た
見
方
や
、｢

男
は
仕
事
・
女
は
家
庭｣

と
い
っ

た
男
女
の
役
割
を
固
定
的
に
と
ら
え
る
考
え

方
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を

｢
固
定
的
性
別
役

割
分
担
意
識｣

と
い
い
ま
す
。

次
の
会
話
を
聞
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

妻

｢

ち
ょ
っ
と
は
手
伝
っ
て
よ
。｣

夫

｢

仕
事
で
疲
れ
て
る
ん
だ
。｣

妻

｢

わ
た
し
だ
っ
て
一
日
中
お
母
さ
ん
の

お
世
話
を
し
て
く
た
く
た
よ
。｣

夫

｢

女
の
君
が
世
話
し
た
方
が
お
袋
も
気

を
つ
か
わ
な
い
で
す
む
だ
ろ
。｣

妻

｢

で
も
介
護
に
は
力
の
い
る
こ
と
も
多

い
の
よ
。｣

夫

｢

明
日
も
早
い
か
ら
も
う
寝
る
よ
。｣

こ
の
会
話
を
聞
い
て
ど
う
思
い
ま
す
か
？

介
護
は
女
性
だ
け
の
仕
事
な
の
で
し
ょ
う
か
？

こ
の
よ
う
に
役
割
を
性
別
に
よ
っ
て
決
め

つ
け
る
よ
う
な
見
方
、
考
え
方
は
、
女
性
が

主
体
的
に
自
ら
の
人
生
を
選
び
、
い
き
い
き

と
輝
い
て
生
き
る
上
で
妨
げ
と
な
る
も
の
で

す
。
ま
た
、
男
性
に
と
っ
て
も
職
業
生
活
と

家
庭
生
活
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
人
間
ら
し

い
生
活
を
送
る
上
で
障
害
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
勝
浦
町
住
民
課
）

緑
の
募
金
は
、
本
年
度
緑
の
募
金
法
制
定

十
周
年
を
迎
え
、
地
球
環
境
の
保
全
を
果
た

す
「
緑
の
募
金
」
の
役
割
が
問
わ
れ
る
年
で

あ
り
、
多
く
の
方
の
自
発
的
か
つ
積
極
的
な

参
加
の
も
と
に
、
緑
豊
か
で
潤
い
の
あ
る
森

林
・
環
境
づ
く
り
の
た
め
に
、
森
林
の
整
備

や
地
域
の
緑
化
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
公

園
や
学
校
な
ど
の
地
域
の
緑
化
な
ら
び
に
緑

に
関
す
る
国
際
協
力
な
ど
に
活
用
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

昨
年
は
勝
浦
町
に
お
い
て
も
、
緑
の
少
年

隊
活
動
や
「
や
す
ら
ぎ
の
森
育
樹
活
動
整
備

事
業
」・「
星
谷
ミ
ニ
八
十
八
ヵ
所
（
み
ん
な

の
森
造
成
事
業
）」
の
植
樹
に
こ
の
費
用
が

利
用
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
十
月
二
十
四
日
に
は
第
二
十
八
回

全
国
育
樹
祭
が
県
立
神
山
森
林
公
園
で
開
催

さ
れ
、
本
町
に
お
い
て
も
、
昨
年
に
続
き
、

『
ふ
れ
あ
い
の
里
さ
か
も
と
』
で
植
樹
活
動

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
十
一
月
頃
予
定
）
を
計
画

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

本
年
度
も
緑
の
募
金
に
ご
協
力
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

春

三
月
一
日
～
五
月
三
十
一
日

期
間

秋

九
月
一
日
～
十
月
三
十
一
日

勝
浦
町
産
業
振
興
課

緑
の
募
金
運
動
の
お
知
ら
せ

最近、利用した覚えのないインターネットサイ
トの情報料や身に覚えのない債権の請求を受けた
という相談が急増しています。請求方法は、葉書
や封書、メール、電報などさまざまですが、これ

は、何らかの名簿を入手した者が、根拠のない架
空の請求書等を大量に発送したものと思われます。
請求書等が届いた方は、よく確認して、使用し
た覚えのない場合は、次の事項に注意して支払わ
ないようにしましょう。

１ 身に覚えのない請求に対しては、支払わず無
視しましょう。
２ 電話等で請求された場合はき然とした態度で
断りましょう。
３ 請求してきた相手には、一切連絡をとらない

ようにしましょう。（携帯電話の番号など、
こちらの個人情報を相手に伝えてしまうこと
になります。）
４ 悪質な取り立てにあった場合は警察に届けま
しょう。

問い合わせ先
徳島県立消費生活センター 088－623―0611
勝浦町住民課 ２－1501

今月のテーマ 架空請求

消費者の豆知識②

国民年金の学生納付特例申請は
毎年度４月に申請が必要です!

既に国民年金に加入し、学生納付特例制度の適用を希望される学生の方は、年度当初の４月に申
請が必要です。
20歳になった時に申請すれば在学期間中を通して適用なると誤解されている方がいますが、毎年
度申請してください。申請には、新年度の在学証明書等が必要です。
一般被保険者の減免申請は７月に!
一般被保険者の保険料減免申請も毎年度申請が必要ですが、既に申請された方は６月分まで承認
されていますので、平成16年７月分からは６月下旬あるいは７月に申請してください。
国民年金に関するお問い合せは、勝浦町住民課 ２－1501 徳島南社会保険事務所 088-652-3111

国 民 年 金 だ よ り

男
女
共
同
参
画
社
会
を

目
指
し
て

平成15年度

緑の募金運動実績額

家庭募金

11 807千円

職場募金

6 615千円

学校募金 3 999千円

企業募金 2 261千円

街頭募金 198千円

その他 1 413千円

繰越金 339千円

その他

9 348千円

緑化の
推進

5 727千円

森林の整備

11 557千円

募金推進事務費

4 660千円

国土緑推交付金

1 288千円

緑の募金資材費

3 400千円

募金普及啓発活動

1 927千円

緑の少年隊育成活動

3 800千円

緑の募金還元金

8 788千円

みんなの森造成事業

1 200千円

県民参加の
森林づくり事業
1 569千円

平成15年度

募金実績額

26，632千円



14

僕のひいばあちゃん

僕
の
ひ
い
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
僕
の

家
の
隣
で
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
お
じ
い

ち
ゃ
ん
と
で
生
活
し
て
い
ま
す
。

三
年
前
か
ら
脳
梗
塞
の
後
遺
症
で

歩
行
状
態
も
悪
く
な
り
、
物
忘
れ
も

ひ
ど
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
つ
い
こ

の
間
ま
で
は
、
老
人
車
を
押
し
て
歩

く
練
習
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
年

の
夏
は
と
て
も
暑
く
、
ひ
い
ば
あ
ち
ゃ

ん
は
ほ
と
ん
ど
歩
く
練
習
を
し
な
く

な
り
、
窓
際
よ
り
顔
を
の
ぞ
か
せ
て

訳
の
わ
か
ら
な
い
話
を
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

学
校
か
ら
帰
る
と
「
臣
ち
ゃ
ん
け

早
く
帰
っ
て
冷
た
い
も
の
で
も
飲
み

や
。
」
と
声
を
か
け
て
く
れ
ま
す
。

（
臣
ち
ゃ
ん
と
は
お
母
さ
ん
の
弟
で
、

東
京
で
働
い
て
い
て
お
盆
、
お
正
月

に
帰
っ
て
き
ま
す
。）「
臣
ち
ゃ
ん
と

違
う
。
浩
一
や
。」
と
い
う
と
「
臣

ち
ゃ
ん
け
。
暑
か
っ
た
や
ろ
。」
と

い
う
何
度
も
何
度
も
そ
の
繰
り
返
し

で
、
僕
は
話
を
す
る
の
が
面
倒
く
さ

く
な
り
、
つ
い
つ
い
家
の
中
へ
入
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

で
も
、
こ
ん
な
時
い
つ
も
思
う
こ

と
は
、
「
ひ
い
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
か
わ

い
そ
う
だ
な
ぁ
。
自
分
の
言
っ
て
い

る
こ
と
も
思
っ
て
い
る
こ
と
も
口
に

出
し
て
は
言
え
る
け
ど
、
す
ぐ
に
忘

れ
て
何
度
も
同
じ
こ
と
を
繰
り
返
し

て
い
る
だ
け
だ
。
も
っ
と
め
ん
ど
く

さ
が
ら
ず
に
聞
い
て
あ
げ
れ
ば
よ
か
っ

た
。」
…
…
と
。

僕
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
こ
ん
な

ひ
い
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
僕
と
弟
の
世
話

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、

「
と
て
も
大
変
だ
。」
と
よ
く
言
い
ま

す
。僕
の
お
母
さ
ん
は
、
在
宅
介
護
支

援
セ
ン
タ
ー
で
、
毎
日
ひ
い
ば
あ
ち
ゃ

ん
の
よ
う
な
お
ば
あ
さ
ん
や
お
じ
い

さ
ん
の
話
相
手
に
な
っ
た
り
、
家
族

の
人
が
少
し
で
も
介
護
が
楽
に
で
き

る
よ
う
に
相
談
に
の
っ
て
あ
げ
た
り

ま
た
、
手
足
の
不
自
由
な
人
達
に
は

住
宅
を
整
え
て
生
活
し
て
も
ら
え
る

よ
う
に
し
た
り
、
車
椅
子
や
ベ
ッ
ド

な
ど
を
利
用
し
て
日
常
生
活
を
少
し

で
も
楽
に
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
と

ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
、
一
日
で
も
長

く
お
年
寄
り
の
方
が
自
分
の
家
で
生

活
で
き
る
よ
う
に
と
働
い
て
い
ま
す
。

毎
日
遅
く
帰
っ
て
き
た
り
、
土
曜

日
や
日
曜
日
僕
た
ち
の
話
を
ゆ
っ
く

り
聞
い
て
ほ
し
い
な
ぁ
と
思
う
と
き

で
も
、
電
話
が
鳴
る
と
「
浩
ち
ゃ
ん

ご
め
ん
な
。
後
で
聞
く
か
ら
。」
と

出
か
け
て
い
き
ま
す
。
こ
ん
な
時
、

「
寂
し
い
な
ぁ
。」
と
い
う
思
い
と
、

「
ひ
い
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
よ
う
な
人
達

が
多
く
い
る
ん
だ
な
ぁ
。
お
母
さ
ん

は
そ
ん
な
人
達
の
た
め
に
が
ん
ば
っ

て
い
る
。
が
ま
ん
し
よ
う
。」
と
い

う
思
い
が
交
互
に
僕
の
中
に
出
て
き

ま
す
。
数
日
前
、
「
ひ
い
ば
あ
ち
ゃ
ん
を

施
設
で
預
か
っ
て
も
ら
え
な
い
か
。」

と
夜
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
僕
の
家
に
や
っ

て
き
ま
し
た
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
は

じ
め
て
そ
ん
な
話
を
し
た
の
で
び
っ

く
り
し
ま
し
た
。
相
当
に
悩
ん
だ
結

果
だ
と
聞
き
ま
し
た
。
お
母
さ
ん
は

「
大
変
な
ん
は
よ
く
分
か
る
け
ど
、

今
預
け
た
ら
余
計
に
ひ
ど
く
な
っ
て

今
度
帰
っ
て
き
た
時
、
本
当
に
世
話

が
で
き
な
く
な
る
よ
。
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、

「
そ
う
や
ろ
か
ー
。
今
か
て
相
当
大

変
や
。」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。「
ど

う
し
ょ
う
も
な
く
な
っ
た
ら
私
が
ど

う
に
か
す
る
か
ら
。」
と
い
う
話
で

終
わ
り
ま
し
た
が
、
後
で
お
母
さ
ん

に
聞
き
ま
し
た
。「
ひ
い
ば
あ
ち
ゃ

ん
ど
う
す
る
つ
も
り
や
っ
た
ん
？
」

「
た
だ
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
と
こ
ろ
で

世
話
で
き
な
い
ん
や
っ
た
ら
家
へ
き

て
も
ら
お
う
と
思
っ
た
だ
け
や
で
。」

と
お
母
さ
ん
は
言
い
ま
し
た
。「
本

当
に
き
た
ら
ど
う
す
る
ん
。」
と
も

う
一
度
聞
く
と
、
お
母
さ
ん
は
、

「
浩
ち
ゃ
ん
そ
れ
は
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
を
差
別
し
て
ん
ね
ん
で
。
だ
れ
か
っ

て
痴
呆
に
な
り
た
く
て
な
る
ん
ち
が

う
ね
ん
。
ま
た
、
ず
っ
と
口
に
出
る

言
葉
は
、
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
そ

の
時
を
一
番
楽
し
く
充
実
し
て
生
き

て
い
た
時
や
っ
た
ん
よ
。
だ
か
ら
口

に
出
て
く
る
ん
や
で
。」「
痴
呆
は
病

気
な
ん
や
。
年
が
た
っ
て
も
忘
れ
ら

れ
な
い
大
切
な
時
の
こ
と
を
人
に
言

い
た
か
っ
た
り
自
分
が
何
を
し
て
き

た
か
み
ん
な
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い

と
い
う
病
気
や
。
だ
か
ら
ど
う
に
か

し
て
あ
げ
た
か
っ
た
ん
や
。」
と
話

し
ま
し
た
。
僕
は
す
ご
い
な
ぁ
と
感

心
し
ま
し
た
。

結
局
、
今
で
も
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と

お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
ひ
い
ば
あ
ち
ゃ
ん

宅
で
世
話
し
て
い
ま
す
。
僕
の
と
こ

ろ
に
も
来
な
い
し
、
施
設
に
入
る
こ

と
も
な
く
今
日
も
ひ
い
ば
あ
ち
ゃ
ん

は
、
い
つ
も
の
よ
う
に
「
た
だ
い
ま
」

「
お
か
え
り
」「
臣
ち
ゃ
ん
暑
か
っ
た

や
ろ
。
早
く
は
い
っ
て
冷
た
い
物
飲

み
や
ー
。
」
と
言
っ
て
く
れ
ま
す
。

「
浩
一
や
ー
。
浩
一
や
で
ー
。」
と
言
っ

て
も
「
臣
ち
ゃ
ん
暑
か
っ
た
や
ろ
。」

と
し
か
返
っ
て
き
ま
せ
ん
。

僕
は
心
の
中
で
は
、「
も
う
僕
の

名
前
は
ど
う
で
も
よ
く
な
っ
た
。
何

よ
り
ひ
い
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
臣
ち
ゃ
ん

を
育
て
た
そ
の
時
が
一
生
の
う
ち
で

一
番
幸
せ
で
大
切
な
時
だ
っ
た
の
だ

か
ら
。」
と
い
う
思
い
が
生
ま
れ
ま

し
た
。
今
日
も
お
母
さ
ん
は
、
遅
く
帰
っ

て
き
ま
し
た
。
「
ま
た
大
変
な
お
じ

い
さ
ん
お
ば
あ
さ
ん
が
い
た
ん
？
」

と
聞
く
と
、
「
み
ん
な
が
痴
呆
と
い

う
病
気
を
理
解
し
て
く
れ
れ
ば
、
も
っ

と
長
く
住
み
な
れ
た
家
で
生
活
し
て

も
ら
え
る
の
に
な
ぁ
。」
と
ぽ
つ
り

と
さ
び
し
そ
う
に
答
え
ま
し
た
。

今
僕
に
は
、
こ
の
よ
う
な
老
人
介

護
に
つ
い
て
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
け

ど
、
一
生
け
ん
め
い
介
護
支
援
の
た

め
に
働
い
て
い
る
お
母
さ
ん
が
、
明

る
い
笑
顔
で
家
に
帰
っ
て
く
る
日
が

少
し
で
も
多
く
な
る
よ
う
に
心
の
中

で
そ
っ
と
祈
り
な
が
ら
、
僕
は
自
分

の
部
屋
に
入
り
ま
し
た
。

法
務
省
人
権
擁
護
局
・
全
国
人
権
擁
護

委
員
連
合
会
第
22
回
全
国
中
学
生
人
権

作
文
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
作
文
集
か
ら
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猫
に
金
わ
た
し
に
車
使
え
な
い

久
国

美
馬
真
由

老
い
し
身
の
久
し
き
友
よ
ボ
ロ
車

与
川
内

武
田
裸
天

こ
れ
き
り
で
運
転
や
め
る
と
新
車
買
う

横
瀬

桜
木
千
代

う
っ
か
り
と
乗
っ
て
し
ま
っ
た
口
車

棚
野

竹
田
あ
ゆ
み

孫
の
新
車
父
一
番
に
乗
せ
走
る

立
川

堀

梅
子

墓
洗
い
車
も
洗
い
大
晦
日立
川

岩
本
よ
し
お

つ
い
車
だ
ん
だ
ん
足
が
弱
く
な
る

棚
野

殿
川
早
苗

ガ
ソ
リ
ン
代
親
に
ま
か
せ
て
子
は
走
る

棚
野

島

つ
と
む

中
古
車
も
新
車
も
同
じ
腕
次
第

立
川

前
田
千
恵

あ
れ
こ
れ
と
車
に
詰
め
る
親
心

生
名

岩
本
敏
子

ピ
カ
ピ
カ
の
新
車
に
乗
っ
て
い
る
ロ
ー
ン

中
山

山
下
ふ
さ
を

も
み
じ
マ
ー
ク
ゆ
っ
く
り
走
る
田
舎
道

横
瀬

日
下
美
里

軽
ト
ラ
で
妻
と
先
祖
の
土
地
守
る

横
瀬

関
東
紀
美

助
手
席
で
指
図
ば
っ
か
り
し
て
困
る

久
国

美
馬
真
由

円
滑
に
走
る
夫
婦
の
車
間
距
離

生
名

岩
本
敏
子

〈
評
〉
夫
婦
に
も
車
間
距
離
を
上
手
に
保
つ

こ
と
で
、
幸
せ
な
毎
日
が
送
れ
る
だ
ろ

う
と
思
わ
れ
る
。
人
間
生
活
の
微
妙
な

心
理
を
上
手
に
表
現
さ
れ
た
よ
い
句
と

思
う
。

年
金
も
我
が
身
と
同
じ
先
細
り

与
川
内

武
田
裸
天

「
オ
レ
オ
レ
」
と
言
う
て
年
金
狙
わ
れ
る

中
山

山
下
ふ
さ
を

感
謝
し
て
年
金
暮
ら
し
し
て
い
ま
す

横
瀬

中
田
万
里

年
金
に
頼
ら
ぬ
元
気
が
欲
し
い
で
す

棚
野

島

つ
と
む

年
金
が
農
収
を
超
す
老
所
帯
横
瀬

前
田
好
月

年
金
の
出
る
日
を
孫
は
知
っ
て
い
る

横
瀬

中
田
万
里

〈
評
〉
優
し
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
年
金
が

出
る
と
孫
に
お
小
遣
い
を
は
ず
む
。
孫

と
の
暮
ら
し
の
呼
吸
は
、
幸
せ
な
同
居

家
族
な
ら
で
は
で
す
ね
。
生
活
の
本
音

を
素
直
に
出
す
の
が
、
川
柳
の
良
い
と

こ
ろ
で
す
。

親
離
れ
子
離
れ
出
来
ぬ
ま
ま
に
老
い

立
川

前
田
千
恵

貧
乏
神
に
好
か
れ
て
ば
か
り
い
る
私

立
川

堀

梅
子

去
る
も
の
は
み
ん
な
忘
れ
て
初
日
の
出

坂
本

平
尾
智
男

ぼ
け
防
止
指
折
り
数
え
笑
ろ
て
見
る

沼
江

福
田
房
子

ば
あ
ち
ゃ
ん
の
お
乳
出
な
い
と
不
思
議
が
る

沼
江

福
田
房
子

猪
が
親
子
で
来
た
か
足
の
跡
棚
野

北
島
ア
サ
ノ

真
夜
中
は
老
化
の
音
が
よ
く
聞
こ
え

棚
野

殿
川
早
苗

耳
遠
く
長
生
き
す
る
と
煽
て
ら
れ

立
川

岩
本
よ
し
お

加
害
者
と
被
害
者
思
う
事
故
現
場

横
瀬

桜
木
千
代

マ
ル
チ
み
か
ん
会
心
の
出
来
に
舌
鼓

横
瀬

前
田
好
月

ま
あ
ま
あ
の
幸
せ
で
よ
い
目
刺
し
焼
く

棚
野

竹
田
あ
ゆ
み

何
も
い
ら
ぬ
家
族
で
祝
う
三
ヶ
日

横
瀬

関
東
紀
美

成
人
の
孫
へ
た
っ
ぷ
り
お
屠
蘇
注
ぐ

横
瀬

日
下
克
子

正
論
と
当
人
だ
け
が
思
っ
て
る

棚
野

田
中
思
葦

本
当
は
寂
し
い
人
が
よ
く
笑
う

棚
野

田
中
思
葦

野
あ
ざ
み
は
母
と
別
れ
し
頃
の
花

坂
本

平
尾
智
男

〈
評
〉
追
憶
は
人
に
昔
を
蘇
ら
せ
る
。
心
に

残
る
出
来
事
は
そ
の
時
の
季
節
感
を
も
、

深
く
心
に
刻
ま
れ
る
の
で
あ
る
。
花
が
、

そ
し
て
風
物
が
想
い
を
募
ら
せ
る
の
だ
。

母
の
想
い
出
と
共
に
野
あ
ざ
み
の
花
が

う
か
ぶ
、
美
し
い
句
で
す
ね
。

長
野
と
く
は
る

選

次
回
作
品
募
集

四
月
五
日
締
切
り

俳
句
一
人
二
句

あ
て
先

生
名

丸
山
香
月

五
月
一
日
締
切
り

短
歌

一
人
一
首

あ
て
先

横
瀬

中
田
ヤ
ス
エ

※
県
外
・
町
外
の
方
々
の
ご
投
稿
も
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す

か
つ
う
ら
柳
壇

題

題
秀

句

秀

句

秀

句
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国保と医療費

国民健康保険被保険者証の
検認はお済みですか

必ず14日以内に役場受付窓口へ
届け出ましょう

40歳から64歳の介護保険料は国保税として徴収します

40歳から64歳の被保険者から国保が徴収

各国民健康保険が介護保険料分として徴収すべき国保税
は、40歳から60歳の被保険者について算定します。介護保
険に加入していない39歳以下の人や第１号被保険者の人は
算定に含めません。
徴収も国民健康保険が医療保険料に上乗せして、一括で
国保税として徴収します。

医療保険が徴収、全国の市町村へ

国民健康保険が徴収した第２号被保険者の介護保険料は
その市区町村で直接使われるのではなく、いったん社会保
険診療報酬支払基金に納めます（健康保険や共済組合の第
２号被保険者の介護料も同様です。）。
支払基金はこれを、全国の各市町村に対し、高齢化率等に
関わりなく、介護保険に必要な費用の33％となるように配分
します。

退職者医療制度の対象となったとき 印鑑、保険証、年金証書

同じ市町村で住所が変わったとき

印鑑、保険証
世帯主や氏名が変わったとき

世帯が分かれたり、いっしょになったとき

出稼ぎや長期の旅行に行くとき

修学のため、別に住所を定めるとき 印鑑、保険証、在学証明書

保険証をなくしたとき
（あるいは汚れて使えなくなったとき）

印鑑、身分を証明するもの
（使えなくなった保険証等）

こんな時 届け出に必要なもの

他の市町村から転入してきたとき 印鑑、他の市区町村の転出証明書

職場の健康保険をやめたとき 印鑑、職場の健康保険をやめた証明書

職場の健康保険の被扶養者でなくなったとき 印鑑、被扶養者ではない理由の証明書

子どもが生まれたとき 印鑑、保険証、母子健康手帳

生活保護を受けなくなったとき 印鑑、保護廃止決定通知書

外国人が入るとき 外国人登録証明書

職場の健康保険に入ったとき 印鑑、国保と職場の健康保険の両方の保険証

（後者が未交付の時は加入したことを証明するもの）職場の健康保険の被扶養者になったとき

国保の被保険者が死亡したとき 印鑑、保険証、死亡を証明するもの

生活保護を受けるようになったとき 印鑑、保険証、保護開始決定通知

外国人がやめるとき 保険証、外国人登録証明書

国
保
に
入
る
時

そ

の

他

４月からは、検認済みの国民健康保険被保険者証でなければ病院にかかることができません。

まだ検認されていない方は、早急に勝浦町税務課で検認を済ませてください。

こんな時は国保へ届け出を
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四
月
の
行
事

民
話
を
語
り
継
ぐ
会

十
七
日

午
後
二
時
～

図
書
館
幼
児
室

お
は
な
し
会

二
十
五
日

午
後
二
時
～

図
書
館
幼
児
室

県
立
図
書
館
協
力
巡
回
日

七
日
・
十
四
日
・
二
十
一
日
・
二
十
八
日

休

館

日

五
日
・
十
二
日
・
十
九
日
・
二
十
六
日

三
十
日

※
図
書
館
が
閉
ま
っ
て
い
る
時
の
返
却
本
は
玄
関
横
の

ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

お
ね
が
い

本
、
ビ
デ
オ
、
Ｃ
Ｄ
を
借
り
る
時
は
、
必
ず
「
図

書
利
用
カ
ー
ド
」
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

壇 ふみ
けっこん・せんか

阿川佐和子

家族を語り、恋を

語り、快食快眠快便

を語り、ときには犬

とも語る、交遊ン十

年を誇る二人が打々

発止とわたりあう、

涙と笑いの名対談

黒を纏う紫 五 條 瑛

恋愛詐欺師 岩井志麻子

剣客春秋 ―かどわかし― 鳥 羽 亮

トリップ 角 田 光 代

水底の森 柴田よしき

残虐記 桐 野 夏 生

不運な女神 唯 川 恵

帰ってきたアルバイト探偵（アイ） 大 沢 在 昌

あんたのバラード 島 村 洋 子

そして警官は奔る 日 明 恩

子どもに変化を起こす簡単な習慣

バーバラ・コロローツ

パソコンでこまったときに開く本 朝日新聞社

全国おすすめの公共の宿 1250 成美堂出版

０～６才のしつけ百科 主婦の友社

ぜったい着せたい!!ＤＯＧウエア 雄鶏社

金運風水 季 家 幽 竹

るるぶ情報版 04 東京他

パイレーツ・オブ・カリビアン

ターミネーター ３

あたしンち ① ② ③

鉄腕アトム １ ２ ３ ４ ５

犬夜叉 鏡の中の夢幻城

ルパン三世 お宝返却大作戦!!

〃 生きていた魔術師

アンパンマン うきぐも城のひみつ

小
学
校
一
年
生
に
な
ら
れ
る
み
な
さ
ん
へ

一
年
生
に
な
っ
た
ら
、
図
書
館
の
受
付
で

｢

図
書
利
用
カ
ー
ド｣

を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

自
分
の

｢

図
書
利
用
カ
ー
ド｣

を
使
っ
て
、
本
、
ビ

デ
オ
、
Ｃ
Ｄ
を
か
り
て
み
ま
せ
ん
か
。

☆
か
り
ら
れ
る
数
と
期
間

本

一
人
十
冊
ま
で

十
四
日
間

ビ
デ
オ

一
軒
に
二
本

七
日
間

Ｃ

Ｄ

一
軒
に
二
枚

七
日
間

＊
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、

な
ん
で
も
図
書
館
の
人
に
き
い
て

く
だ
さ
い
ね
。

ま
っ
て
い
ま
す
。

（土）
（日）
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みんなの健康

の保健行事 〈問い合わせ先 勝浦町福祉課保健師 2-1502〉

日 曜 内 容 受 付 時 間 場 所 対 象 者 持参するもの等

６ 火 デイケア たんぽぽの会 13:30 住 民 福 祉
セ ン タ ー

会 員

12 月
横瀬愛育班総会・健康相談 ９:30～11:00 横瀬 集 会所 横 瀬 区 民 健 康 手 帳

中角愛育班総会・健康相談 13:30～15:00 中角 集 会所 中 角 区 民 健 康 手 帳

13 火
山田･西岡愛育班総会・健康相談 ９:30～11:00 山西 集 会所 山 西 区 民 健 康 手 帳

星谷愛育班総会・健康相談 13:30～15:00 星谷 集 会所 星 谷 区 民 健 康 手 帳

16 金 乳 児 健 康 診 査 13:30～14:00 農村環境改善セ ン タ ー
平成15年９月１日～平成16年
２月29日までに生まれた子 母子健康手帳

17 土 男 の 料 理 教 室 14:00～ 農村環境改善
セ ン タ ー

会 員 エ プ ロ ン

19 月
沼江愛育班総会・健康相談 ９:30～11:00 沼江コミュニティセ ン タ ー 沼 江 区 民 健 康 手 帳

石原愛育班総会・健康相談 13:30～15:00 石原 集 会所 石 原 区 民 健 康 手 帳

20 火
坂本母子愛育班総会・健康相談 ９:30～11:00 坂本 集 会所 坂 本 区 民 健 康 手 帳

今山母子愛育班総会・健康相談 13:30～15:00 今山ふれあい交流館 今 山 区 民 健 康 手 帳

21 水
生名愛育班総会・健康相談 ９:30～11:00 生名センター 生 名 区 民 健 康 手 帳

掛谷愛育班総会・健康相談 13:30～15:00 掛谷 集 会所 掛 谷 区 民 健 康 手 帳

22 木
棚野愛育班総会・健康相談 ９:30～11:00 棚野 集 会所 棚 野 区 民 健 康 手 帳

久国愛育班総会・健康相談 13:30～15:00 久国 集 会所 久 国 区 民 健 康 手 帳

26 月 与川内愛育班総会・健康相談 ９:30～11:00 市の江集会所 与川 内 区民 健 康 手 帳

27 火
中山愛育班総会・健康相談 ９:30～11:00 中山 集 会所 中 山 区 民 健 康 手 帳

黒岩愛育班総会・健康相談 13:30～15:00 勝 浦 会 館 黒 岩 区 民 健 康 手 帳

動
脈
硬
化
性
疾
患
と
生
活
習
慣

勝
浦
病
院
長

平
賀

隆

生活習慣が動脈硬化の危険因子の

原因となり、危険因子の集積によっ

て動脈硬化性疾患が発症します。

過食、高脂肪食、運動不足、ストレス、喫煙

（生活習慣）

脳血管障害、心臓病

（動脈硬化性疾患）

糖尿病、高血圧症、高脂血症、肥満

（動脈硬化の危険因子）

厚生労働省 平成13年人口動態統計

（確定数）の概況

悪性新生物
31％

心疾患
18％

脳血管疾患
17％

不慮の事故
５％

自殺 ３％
老衰 2.3％

慢性閉塞性
肺疾患
1.3％

腎不全 1.8％
肝疾患 1.6％

日本人の死因
平成13年死亡総数に占める割合

肺炎
11％



種 類 麻しん 風しん ３種混合
（百日咳・ジフテリア・破傷風）

症 状

麻しんウイルスの飛沫
まつ

感染
によって起こる病気で、発
熱、発疹を主症状とし、合
併症として気管支炎や中耳
炎、脳炎を起こすことがあ
ります。

風しんウイルスの飛沫感染で起こ
り、発疹、発熱などを主症状とし
３日位で治りますが、合併症を伴
うと重症化することがあります。

百日咳・ジフテリアは飛沫感染で
起こり、破傷風は傷口から菌が体
内へ入り起こる病気で、重症化す
ることがあります。

対 象 年 齢
（定期接種）

１回接種

・生後12～90月未満

※望ましい接種年齢は、

生後12～15月

１回接種
・生後12～90月未満
※望ましい接種年齢は、
生後12～36月
原則として麻しん接種後、
行うこと。

１期初回…３回接種
生後３～90月未満
１期追加…１回接種
生後３～90月未満
１期初回接種３回終了後６か月以上
の間隔をおいて接種

料 金 無 料

委 託 期 間 平成16年４月１日～６月末日および９月１日～平成17年１月末日

医 療 機 関 山 西 医 院 ・ 勝 浦 病 院
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保 健 だ よ り

麻しん・風しん・３種混合（百日咳・ジフテリア・破傷風）予防接種を町内医療機関
において次のとおり実施します。

問い合わせ先 勝浦町福祉課 保健師 ２－1502

町から配布しているパンフレット・予防接種

説明書・予防接種ガイドブック・予防接種券等

を確認の上、定期接種内に受けましょう。

※委託期間外や対象年齢以外の任意接種となっ

た場合は、右の料金が自己負担となりますの

で、各医療機関窓口に直接お支払いください。

・３種混合 ５，５００円

・麻しんおよび風しん ６，０００円

※接種を受ける場合は予約が必要ですので、

あらかじめ医療機関へお申し込みください。

予 防 接 種 が始まります
感染症予防のための

平
成
十
三
年
の
日
本
人
の
死
亡
原
因
の
一
位
は
悪
性
腫しゅ

瘍よう
（
が
ん
）（
三
十
一
％
）、
二
位
は
心
臓
病
（
十
八
％
）、

三
位
は
脳
血
管
障
害
（
十
七
％
）
で
す
。
脳
血
管
障
害
と

心
臓
病
（
狭
心
症
、
心
筋
梗こう
塞そく
）
は
動
脈
硬
化
が
原
因
で

発
症
し
、
両
者
を
合
わ
せ
た
動
脈
硬
化
性
疾
患
は
、
悪
性

腫
瘍
に
よ
る
死
亡
を
上
回
り
ま
す
。

動
脈
硬
化
は
、
加
齢
に
伴
っ
て
高
齢
者
に
見
ら
れ
る
硬

い
動
脈
硬
化
病
変
で
あ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、

最
近
で
は
食
生
活
の
変
化
に
よ
っ
て
、
脂
肪
に
富
ん
だ
柔

ら
か
い
動
脈
硬
化
病
変
が
三
十
～
四
十
才
代
の
若
い
人
に

も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
柔
ら
か
い
動
脈
硬
化

病
変
は
、
破
れ
や
す
く
心
筋
梗
塞
を
起
こ
し
易
い
こ
と
が

知
ら
れ
て
い
ま
す
。
糖
尿
病
、
高
血
圧
症
、
高
脂
血
症
、

肥
満
な
ど
は
動
脈
硬
化
を
促
進
し
、
動
脈
硬
化
の
危
険
因

子
と
呼
ば
れ
ま
す
。
危
険
因
子
が
重
積
す
る
こ
と
で
、
動

脈
硬
化
性
疾
患
の
発
症
は
相
乗
的
に
増
加
し
ま
す
。
あ
る

研
究
に
よ
る
と
危
険
因
子
を
持
た
な
い
人
に
比
べ
て
、
危

険
因
子
を
三
個
以
上
持
つ
人
の
心
臓
病
を
発
症
す
る
危
険

度
は
、
実
に
三
十
倍
以
上
に
及
ぶ
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い

ま
す
。
糖
尿
病
、
高
血
圧
症
、
高
脂
血
症
、
肥
満
の
合
併

は
死
の
四
重
奏
と
呼
ば
れ
、
動
脈
硬
化
性
疾
患
で
死
亡
す

る
確
率
が
高
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
遺
伝
的

な
素
因
も
あ
り
ま
す
が
、
食
べ
す
ぎ
、
脂
肪
の
摂
り
す
ぎ

な
ど
、
食
生
活
と
の
関
係
や
、
運
動
不
足
、
喫
煙
、
ス
ト

レ
ス
な
ど
の
生
活
習
慣
が
原
因
で
発
症
す
る
こ
と
が
多
く

生
活
習
慣
病
と
呼
ば
れ
ま
す
。

動
脈
硬
化
性
疾
患
（
脳
血
管
障
害
、
心
臓
病
）
を
防
ぐ

た
め
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
生
活
習
慣
を
改
善
し
、
動
脈
硬

化
の
危
険
因
子
で
あ
る
糖
尿
病
、
高
血
圧
症
、
高
脂
血
症

肥
満
を
予
防
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
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ククリリーーンン情情報報

の登録と狂犬病予防接種のお知らせ

平成16年度の犬の登録と狂犬病予防注射を次の日程で実施します。

登録料 3,000円 注射料 3,000円
（平成７年度以降に登録された
方は不要です）

お 願 い
平成７年度以降に犬の登録をされた方は、注射案
内通知のハガキを必ずご持参ください。

問い合わせ先

勝浦町住民課 ２―1501

犬の生涯に１回の登録

飼い犬は生涯に１回の登録と
毎年１回の狂犬病予防注射を
受けましょう。

死亡届と変更届

毎年１回の狂犬病予防注射

犬を飼い始めたときや、まだ登録を受けてい

ない場合は、登録を受けましょう。

１度登録するとその犬の生涯に有効です。

また、犬が死亡したときや犬の所在が変わっ

たとき飼い主が変わったときは、最寄りの市町

村長を経由して知事に変更届をする事が義務づ

けられています（違反した場合は、未登録、未

注射と同様に罰則が適用されます。）。

狂犬病予防注射は、毎年１回受けなければな

りません。

（犬の体調が悪いとき、治療中の病気があると

きは、あらかじめ獣医師に相談してください。）

狂犬病について

狂犬病は、現在日本では発生していませんが、外
国では発生例が伝えられています。外国からの輸入

動物が多い現在、狂犬病も感染する恐れがあります。
狂犬病予防注射は飼い主の義務です。必ず受ける
ようにしてください。

月日 場 所 時 間

四

月

七

日

坂 本 黄 檗 橋 午前 ９:10～９:30

坂 本 郵 便 局 前 ９:40～10:05

坂本大師前停留所 10:15～10:25

旧 JA坂本事業所前 10:35～10:55

与川内消防詰所前 11:05～11:25

旧JA与川内事業所前 11:35～11:55

勝浦町農村環境改善センター前 午後 １:00～１:20

徳バス横瀬営業所前 １:30～１:50

横 瀬 集 会 所 前 ２:00～２:20

J A 勝 浦 支 所 前 ２:30～３:00

四

月

八

日

星谷運動公園公衆便所 午前 ９:05～９:35

森内恵一さん宅横 ９:45～10:05

勝 浦 会 館 10:15～10:25

大森良樹さん宅南 10:35～10:55

今 山 神 社 前 11:05～11:20

勝 浦 町 役 場 前 11:35～11:55

中 山 権 現 橋 午後 １:00～１:20

中 山 消 防 詰 所 前 １:30～２:00

横 瀬 駐 在 所 前 ２:10～２:45

旧 NTT 勝浦支店前 ２:50～３:00

四

月

九

日

石 田 亨 さ ん 宅 横 午前 ９:00～９:15

中 田 商 会 付 近 ９:25～９:40

古 山 商 店 横 ９:50～10:05

田 中 屋 食 堂 南 10:15～10:40

J A 生 比 奈 支 所 前 10:50～11:20

勝浦町農村婦人の家 11:30～11:55

福 山 隆 さ ん 宅 横 午後 １:00～１:10

地 福 寺 入 口 １:20～１:35

生 名 東 林 庵 横 １:45～２:15

生 名 セ ン タ ー 前 ２:25～２:55

平成16年度

（水）

（木）

（金）
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ごみは正しく出して美しい町をつくりましょう。

４月 ガラスびん収集日程表
収集日 地 区 設 置 場 所

第
１
火
曜
日
（６日）

石 原

沼 江

掛 谷

山 西

中 角

石 原 ゴ ミ フ ェ ン ス 横

沼江コミュニティーセンター前

掛 谷 集 会 所 前

山西集会所横の自転車置場付近

農 村 婦 人 の 家

第
２
火
曜
日
（13日）

今 山

黒 岩

星 谷

中 山

旧今山橋北詰ゴミフェンス横

運 動 場 入 口（小屋の横）

星谷橋北詰ゴミフェンス横

中 山 集 会 所 前

第
３
火
曜
日
（20日）

生 名

久 国

棚 野

〃

〃

立 川

東 生 名 ゴ ミ フ ェ ン ス 横

久 国 集 会 所 前

河川敷のゲートボール場横

大 井 堰 碑 の 前

勝 浦 病 院 前 駐 車 場 横

前田さん宅前ゴミフェンス横

第

４

火

曜

日

（27日）

横 瀬

〃

〃

〃

〃

〃

与川内

坂 本

〃

〃

〃

〃

横 瀬 集 会 所 前

小倉新平さん宅前三さ路

広 瀬 清 さ ん 宅 東

旧 Ｊ Ａ 跡 地

花 棚 宗 一 さ ん 宅 東

中 田 歯 科 駐 車 場

旧 Ｊ Ａ 与 川 内 事 業 所 前

佐野さん宅前ゴミフェンス横

田 村 さ ん 宅 前

久保の内ゴミフェンス横

長福寺前ゴミフェンス横

旧ＪＡ坂本出張所上ゴミフェンス横

４月 あき缶（アルミ缶･スチール缶）収集日程表
収集日 地 区 設 置 場 所

第
１
月
曜
日
（５日）

石 原

沼 江

掛 谷

山 西

中 角

桜 建 設 事 務 所

沼江コミュニティーセンター前

掛 谷 集 会 所 前
ＪＡ生比奈支所保冷庫前
（果 樹 試 験 場 上 り 口）

馬 越 ゴ ミ フ ェ ン ス 横

第
２
月
曜
日
（12日）

今 山

黒 岩

星 谷

中 山

旧今山橋北詰ゴミフェンス横

運 動 場 入 口（小屋の横）

星谷橋北詰ゴミフェンス横

消 防 詰 所 横

第
３
月
曜
日
（19日）

生 名

〃

久 国

棚 野

〃

〃

東 林 庵 前

島 さ ん 宅 前

久 国 集 会 所 裏

河川敷のゲートボール場横

パ チ ン コ 店 前 道 路 南 側

大 井 堰 碑 の 前

第

４

月

曜

日

（26日）

横 瀬

〃

〃

〃

〃

〃

与川内

坂 本

〃

横 瀬 集 会 所 前

小倉新平さん宅前三さ路

広 瀬 清 さ ん 宅 東

旧 Ｊ Ａ 跡 地

花 棚 宗 一 さ ん 宅 東

中 田 歯 科 駐 車 場

旧 Ｊ Ａ 与 川 内 事 業 所 前

旧 Ｊ Ａ 坂 本 出 張 所 前

消 防 詰 所 横

指
定
場
所
と
今
月
の
回
収
日

一
勝
浦
町
農
村
婦
人
の
家
敷
地
内

リ
サ
イ
ク
ル
保
管
庫
（
中
角
）

四
月
三
日

午
前
九
時
ま
で

二
勝
浦
町
民
体
育
館
裏
リ
サ
イ
ク
ル
保
管
庫（
横
瀬
）

四
月
十
日

午
前
九
時
ま
で

回
収
日
の
五
日
前
か
ら
指
定
場
所
に
置
け
ま
す
。

そ
れ
ま
で
は
、
ご
家
庭
で
保
管
く
だ
さ
い
。

古
紙
の
分
別
方
法

一

段
ボ
ー
ル

二

新

聞

紙

チ
ラ
シ
が
入
っ
て
い
る
の
は
大
丈
夫
で
す
。

そ
れ
以
外
（
広
報
等
）
は
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

三

古

本
（
雑
誌
）

同
じ
種
類
の
本
に
分
け
て
く
だ
さ
い
。
厚
い
表
紙
は
破
っ

て
段
ボ
ー
ル
の
方
へ
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

※
段
ボ
ー
ル
、
新
聞
紙
、
古
本
（
雑
誌
）
は
そ
れ
ぞ
れ
ひ
も
で

縛
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

勝
浦
町
住
民
課

二
―
一
五
〇
一

古紙の回収にご協力を
※
登
録
し
て
い
る
犬
の
場
合
は
印
鑑
と
鑑
札
が
必
要
で
す
。

不
用
犬
の
引
き
取
り
日

●

四
月
十
四
日

●

四
月
二
十
八
日

ボランティアグループ

「勝浦を考える会」

（水）（水）
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広
報
か
つ
う
ら
４
月
号
第
406号
平
成
16年
４
月
１
日
発
行
編
集
・
発
行
勝
浦
町
総
務
課
〒
771
-
4395
徳
島
県
勝
浦
郡
勝
浦
町
大
字
久
国
字
久
保
田
３
TEL

（08854

）2-2511
FAX

（08854

）2-3028

各 種 相 談

日 時 場 所 備 考

心
配
ご
と
相
談

４月２日
４月９日
４月16日
４月23日
４月30日

13:00～16:30

勝浦町住民福祉
センター１階

内 容
人権・行政・厚生
福祉

平日でも受付して
おりますので、お
気軽にお問い合わ
せください。
２－4652

交
通
事
故
相
談

４月26日
10:00～16:00

（受付時間
午後３時まで）

小松島中央会館
小松島市松島町
5-6
08853-2-2030

問い合わせ先
交通事故相談所
徳島県庁１階
088-621-3200

出
張
年
金
相
談

４月８日
10:00～15:00

勝浦町農村環境
改善センター
１階 相談室

持参するもの
年金手帳または
年金証書

４月２日 上 勝 町 診 療 所 ４－５０１０

４月４日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

４月６日 山 西 医 院 ２－３０２７

４月８日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

４月10日 湯 浅 医 院 ２－２００３

４月12日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

４月14日 上 勝 町 診 療 所 ４－５０１０

４月16日 勝 浦 病 院 ２－２５５５
４月18日 山 西 医 院 ２－３０２７

４月20日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

４月22日 湯 浅 医 院 ２－２００３

４月24日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

４月26日 上 勝 町 診 療 所 ４－５０１０

４月28日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

４月30日 山 西 医 院 ２－３０２７

平日 午後６時～翌朝午前９時
休日 午後７時～翌朝午前９時

夜間救急当番表

まちのうごき

人 口（平成16年２月29日現在）

世帯数 2,114戸
男性 3,235人
女性 3,473人
計 6,708人

出生 男 １人 女 ３人 計 ４人
死亡 男 ８人 女 ５人 計 13人
転入 男 ７人 女 ６人 計 13人
転出 男 ３人 女 10人 計 13人

善意ありがとうございました

）大字坂本

字岡西

大 石 和 也

直 美

二女

空
しえる

）大字沼江

字山田

青 山 智

妙

長男

佳
よし

暉
き

大字生名

字大前

長女

若
わか

菜
な）

杉 本 卓 司

香 織

お誕生おめでとう

大字久国

字松ノ本 ）米 澤 良 幸

美 保

長女

陽
はる

菜
な

おくやみ申します

大字棚野字北川原 増田サトミ（69歳）

大字三溪字西谷 山西喜一郎（75歳）

大字三溪字寺谷 清水アサヱ（98歳）

大字三溪字定岡 谷 脇 武（70歳）

大字棚野字山蔭 井 常 （85歳）

大字坂本字中野 井 上 重 雄（94歳）

大字坂本字稲原 林 ツネ子（86歳）

大字坂本字東谷 湯 浅 繁 雄（91歳）

小 坂 武 美さん（棚野） 湯 浅 正さん（坂本）

高 田 真 好さん（沼江） 林 治 男さん（星谷）

井フミヱさん（棚野） 山 田 一さん（生名）

山 西 正 芳さん（三溪） 竹 治 俊 孝さん（北島町）

以上の方から善意銀行に善意がよせられました。
ありがとうございました。

平成16年２月16日～３月15日（敬称略）

平成16年度 交流講座の申し込み

今年度も引き続き、下記の講座を予定しています。
当講座は、当地域と近隣地域の方々が、それぞれの講座

の中での勉強とともに、お互いがふれ合いながら親ぼくを

深め、人権問題に対する理解と認識を高めていくことを目
的としています。

予定講座 大正琴・陶芸・踊り・習字・生け花・歌謡・パソコン

開 講 ５月～

申込締め切り日 ４月15日まで

申込先・問い合わせ先 勝浦会館 ２－3305

〇引き続いて受講される方も新年度にあたり申し込んで
ください。
〇各教室材料費等が必要です。申し込み時にお尋ねくだ
さい。

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（月）

（木）

（金）
（金）
（金）
（金）
（金）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（金）

(注)


